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名古屋市社会科同好会 
                 

 

 

 

 
   

令和３年度のフィールドワークは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、推進グループごとに見学先

を決め、推進グループのメンバーのみの参加としました。 

 

小学校推進グループ（地理グループ）「名古屋大学減災館」 
８月６日に名古屋大学減災館を訪れました。名古屋大学特任教授

の田代喬先生に案内をしていただきました。最初に見せていただい

たのが、地震が起きた時の様子を、揺れ動く台と映像で体感できる

「BiCURI」。迫力のある動きと映像に、「もし、この中に自分がいたら

…」と、想像せずにはいられませんでした。地震の恐ろしさを改めて

認識することができました。また「減災ギャラリー」では、床面の航空

写真や、揺れる建物の模型「ぶるる」など、様々な展示物がありまし

た。「ぶるる」は数種類あり、実際に動かしてみることで、地震の時に建物がどう動くのかを体感することができ

ました。 

 

中学校推進グループ「熱田神宮・桶狭間の戦い・徳川家康のルーツを探る旅」 
８月７日、「熱田神宮・桶狭間の戦い・徳川家康のルーツを探る旅」をテーマに、地理・歴史・公民の3

分野合同で大高・有松を中心にフィールドワークを行い、中学校推進部員が多数参加しました。 

現在では大規模商業施設や病院が建設され、住宅地の整備が進んでいる大高は、「古事記」に記

述が見られるほど、古い歴史をもつ地でもあります。 

辻の秋葉社や大高城跡(今川軍の城があり、桶狭間の戦いの際には、松平元康(徳川家康)が敵中

を突破し、家康開運の城と呼ばれる)、氷上姉子神社(ヤマトタケ

ル・イザナギノミコトゆかりの地)、大高の歴史資料が多数展示し

てある大高資料館などを「大高歴史の会」の方の案内で訪問し

ました。大高城跡周辺の道路は細く、十字路がない構成になって

おり、城下町の特徴が現代まで残されていました。 

フィールドワーク中には、各分野の教材開発や実践状況等の

情報だけでなく、校内の様子を互いに共有する参加者の姿も見

られました。 
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名古屋市の社会科教育を発展させるため、同好会事務局員、同好会事務局長、平成

28年全小社研会場校校長、同好会会長などを歴任された中村好孝先生。先生の豊富

なご経験を基に、今後の同好会活動を充実させるための貴重なお話を伺いました。 

同好会との出会い 

昭和59年に明正小学校に赴任した際、同学年に同好会員の先生がいて、同好会に誘

われたのがきっかけでした。その年から、指導体験記録を書くようになり、体験記録を書く

際には、同好会の先輩方に色々とアドバイスや助言をいただくことができました。また、同好

会全体会、部会にも顔を出し、力のある先輩の先生と出会い、研究に真摯に向き合い、熱

心に取り組む姿を見て、社会科教師として刺激をもらいました。 

研究にまつわるエピソード 

授業づくりにおいて、同好会の仲間と一緒に、教材づくりや教材研究を行い、教材をつ

くる楽しさを学びました。また、５年研の公開授業では、指導者の先生から教材をとことん

研究することの大切さ、体験活動を取り入れることの大切さを学びました。 

平成２年度の全小社研課題別研究発表者となった折には、よりよいものを作り上げる

ために夜を徹して検討する同好会員の熱意を学びました。 

研究員をさせていただく前には、研究員応募論文を５回書きました。最初は見よう見ま

ねで書いていましたが、校内の研究員が終わった先生や同好会の先輩の先生、役員の先

生の指導を受け、少しずつ自分のやりたいことが見えてきました。研究員応募論文の指導

の際に、よく言われた言葉に「再考」「一考」という言葉があります。この二つの言葉は、一

訪問インタビュー 

中村 好孝 先生 
 
昭和56年、知多市立旭北小学校に着任。

昭和59年名古屋市立明正小学校に転勤。

以降、高見小、植田小、瑞穂小、春日野小を

経て、如意小校長に。その後 、那古野小 

ほのか小校長を歴任されました。 

現在は、名古屋市教育サポートセンターに

て指導員としてご活躍されています。 
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見突き放したように感じられる言葉ですが、振り返ってみると、自分の研究の核を見つける

ために必要な言葉であったと思います。今思えば５回書いたからこそ、自分の研究の軸が

はっきりし、研究員になった際、検討会で指摘を受けても、研究の進む方向が揺らぐことは

ありませんでした。さらに勤務校の校長先生からも、新たな視点の示唆をいただき、自分の

研究に厚みが増したように思いました。また国内留学では、できるだけ多くの先生方と会

い、色々な視点で研究に対する助言をいただいたので、自分の研究の視野を広げることが

できました。 

若手の先生方に伝えたいこと 

担任している子ども一人一人と、さらには社会科と真摯に向き合ってほしいと思います。

しかし、コロナ禍の現在、学校現場は柔軟で多様な取り組みを進めていく必要があり、教

師一人一人に求められるものが多くなっています。 

まずは、自分の心身の健康に目を向けてほしいと思います。先生自身が健康でなけれ

ば、子どもたちとともに教育活動を楽しむことはできません。そのために、職場で弱音や自

分の取り組みを話せる仲間を作ってください。職場で色々な話をすることで、日々の教育活

動に役立つヒントを得ることができるはずです。と同時に、社会科同好会での出会いを大

切にし、社会科の授業実践を通して研究を深めていく仲間を作ってほしいと思います。研

究仲間と話す中で自分のやりたいことが見えてきたり、実践のヒントが得られたりします。そ

の結果、日々子どもたちとともに生き生きと生活し、子どもたちの姿から一人一人の成長

を確認し、喜びややりがいを感じることができるのではないでしょうか。 

今後の同好会活動に望むこと 

平成29年度に同好会会長

をさせていただいた折、中堅

の先生の実践に熱心に耳を

傾ける若手の姿を多く見るこ

とができました。「社会科の授

業がうまくなりたい」「社会科

の授業のことをいろいろ学び

たい」という若手の気持ちに

こたえ、若手が中堅になるまでとことん面倒を見るようなシステムの構築が求められている

と思います。働き方改革の推進や学校現場の多忙化の中、どう実現していくか、みんなで

知恵を出し合って、大きな課題を乗り越えていってほしいと思います。  
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部会活動報告～人間の生き方を問い続ける社会科学習を目指して～ 
小・中部会 7 月 27 日（火）  オンライン開催 
小学校部会及び中学校部会では、全中社研名古屋大会を見据え、「多様化する社会の中で自分の考えを

もち、他者の考え方を認めることを通じて、共に『よりよい社会』をつくろうと協力することができる子ども」の姿

を目指し、「人間の生き方を問い続ける社会科学習」の在り方を追究しています。   

今年度、小学校で検討している単元で目指す子どもの姿は以下のとおりです。 

地理グループ 第５学年 単元名「自然災害を防ぐ」（７時間完了）  

自然条件と関連して発生する自然災害の被害を防ぐために国や自治体が対策をしていることを捉え、複

数の災害対策の重点を踏まえて、今後必要となる災害対策について考えることができる子どもの姿を目指し

ます。 

歴史グループ 第６学年 単元名「江戸幕府と政治の安定」（７時間完了） 

江戸幕府の政策を踏まえ、その後の世の中がどのようになるのかを、「幕府」「大名」「百姓」のうち複数の

立場から考えることができる子どもの姿を目指します。 

現代社会グループ 第５学年 単元名「自動車をつくる工業」（９時間完了）  

自動車産業が今後どのように発展していくかについて、「研究」と「消費者の需要や社会の変化」、それぞ

れの側面（視点）を関連付けて、自分の考えを表現することができる子どもの姿を目指します。 

また、中学校の実践は以下のとおりです。 

地理的分野 第２学年 単元名「世界から見た日本のすがた」(７時間完了) 

地理的事象と自分とのつながりを捉え、他者と関わりながら、共に地域の未来を粘り強く考えることができ

る生徒の姿を目指しました。 

歴史的分野 第２学年 単元名「身近な地域の歴史～名古屋の人々と堀川～」(８時間完了) 

先人の思いや願いと、現代社会とのつながりに気付き、これからのよりよい社会の実現に向けて自分の生

き方を問い続ける生徒の姿を目指しました。 

公民的分野 第３学年 単元名「人権と共生社会」(１２時間完了) 

身近に起きた事例から、これまでにない新しい権利について興味をもち、今後保障させるべき権利につい

て考え、他者と対話し、共通点・相違点を整理し、尊重しながらよりよい考えを導き出そうとする生徒の姿を目

指しました。 

 

 

６年目までの若手会員を対象に、社会科を中心に様々な授業や教師としての力量向上を目指し

て、授業力アップ研修を行っています。 

授業力アップ研修グループ（中学校） 

氏 名 学校名 氏 名 学校名 氏 名 学校名 氏 名 学校名 

杉村丈春 津賀田中 水野陽介 日比野中（南 ） 酒井拓也 北陵中 佐野瑞希 田光中 

河部晋吾 楠中 児島恵太 昭和橋中 山田  航 東港中 小木英梨奈 明豊中 

鈴木一馬 御田中 栗栖孝明 津賀田中 加藤輝夫 汐路中 伊藤直貴 神の倉中 

武田智香子 瑞穂ヶ丘中 中村広大 守山西中 光岡優哉 振甫中 山田崇義 千鳥丘中 

池田広大 はとり中 河合良太 南陽東中 土田圭介 笈瀬中 加藤篤記 牧の池中 

原  善克 千鳥丘中 犬飼百香 大高中   田樹里 一色中 

 

 

9 月 07 日（火）  １９：００～  小・中部会（Ｚｏｏｍ開催） 

9 月 10 日（金）  １９：００～  ステップアップ研修全体会（Zoom 開催） 

9 月 15 日（水）  １９：００～  授業づくり講座   （Ｚｏｏｍ開催） 

１１月 17 日（水）  １９：００～  懇親会 中止とします 

～今後の予定～ 

若手躍動～授業力アップ研修～（中学校） 


